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リスクマネジメント体制

日産では、「グローバルリスク管理規程」にて、リスクを「日産

グループのコーポレートパーパス、戦略、および事業目的の

達成を阻害する事象又は状況」と定義し、日産グループ全体

で活動を推進しています。リスクをいち早く察知し、影響度

の大きさや発生の可能性を評価して、必要な対策を検討・

実行することにより、リスクが発生する確率や頻度の低減、

万一発生した場合の損失の最小化に務めるとともに、リスク

の大きさに応じた適切な管理がなされているのかを確認し

ています。具体的には、社内外の事業環境の変化に対応する

ため、リスク管理の専門部署による役員層へのインタビュー

と各機能部署へのヒアリングの定期的な実施、および、経営

戦略室と連携し、さまざまなリスクを洗い出すとともに、イン

パクトと切迫度、コントロールのレベルを定量的・定性的に

評価し、コーポレートリスクマップの見直しを行います。そし

てCEOが議長を務めるコーポレートリスクマネジメント委員
会において、全社的に管理すべきリスクとその管理責任者を

決定し、責任者のリーダーシップのもと、各リスクへの対策に

取り組みます。リスク管理の責任者は各リスクにおけるコント

ロールレベルを評価し、それぞれのリスクマネジメント活動

の有効性を判断しています。それらの状況は定期的にコーポ

レートリスクマネジメント委員会や内部統制委員会に報告し、

さらに監査委員会や取締役会にも適宜報告しています。

*1　「事業等のリスク」は、有価証券報告書（P24-30）をご参照ください。　https://www.nissan-global.com/JP/IR/LIBRARY/FR/2022/ASSETS/PDF/fr2022.pdf#page=27
*2　リスクオーナーは、原則としてエグゼクティブコミッティのメンバー。

個別のビジネスリスクに対しては、発生時の影響と発生の可

能性を最小にするため、各部門の責任において、本来業務の

一環として必要な予防対策を講じるとともに、発生時の緊急

対応策を整備しています。また、災害・操業リスクにおいては

専門部署を設置し、危機発生時に迅速かつ連携のとれた対応

を行うことで、事業継続リスク*1に対して網羅的に対応する

体制を整えています。

コーポレートリスクマネジメント体制

国内外の連結会社とも連携を深め、日産グループ全体でリス

クマネジメントの基本的なプロセスやツールの共通化、情報

の共有化を進めています。

近年、新たな技術の普及や地政学的リスクの拡大など、企業

を取り巻く環境は変化の度合いを増しています。そうした変

化にも適切に対応していけるように、これからも取り組みを

強化していきます。

取締役会

監査委員会年2回報告

年2回報告

定期的な報告とモニタリング

委員長：CEO（内部統制担当執行役）

内部統制委員会

議長：CEO

各地域／グループ会社

コーポレートリスクマネジメント委員会

(2023年3月末時点)

事務局：
コーポレートマネジメントオフィス

リスクオーナー*2

担当役員

個別の委員会/
ライン部署

リスクオーナー*2

担当役員

個別の委員会/
ライン部署

リスクオーナー*2

担当役員

個別の委員会/
ライン部署

リスクオーナー*2

担当役員

個別の委員会/
ライン部署

リスクオーナー*2

担当役員

個別の委員会/
ライン部署

リスクオーナー*2

担当役員

個別の委員会/
ライン部署

リスクオーナー*2

担当役員

個別の委員会/
ライン部署

…

リスクマネジメントリスクマネジメント

https://www.nissan-global.com/JP/IR/LIBRARY/FR/2022/ASSETS/PDF/fr2022.pdf#page=27
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リスクマネジメント強化の取り組み

日産が2021年に発表した長期ビジョン「Nissan Ambition 
2030」の達成に向けて、リスクマネジメントの枠組みやプロ
セスの見直しとその強化に継続して取り組んでいます。

体制面の強化としては「三つの防御線（ディフェンスライン）」

の原則に基づき、リスクマネジメントの事務局を第二線の機

能として明確に位置づけ、人員体制の強化も行いました。会

社の新たな基本方針をサポートするために、リスクマネジメ

ントの目的を、事業目的の達成といった短期的なものにとど

まらず、より長期的な視点でコーポレートパーパスの達成を

サポートする活動と位置づけました。それに伴い、対象とする

リスクも、会社の企業価値の向上や環境・人権など、サステ

ナビリティに貢献する視点で、より幅広く捉えるようにし、新

たなリスクを適時に捉える体制も構築しました。リスクの評価

についても、従来の主観的・定性的な評価に、客観的・定量

的な評価を加えるため、国際的なフレームワークも参照し、よ

り具体的なリスクの評価と、リスクをコントロールし管理状態

に置くための活動のモニタリングに取り組んでいます。

これらプロセスとツールの改善内容は、リスク管理マニュア

ルにも適宜反映しています。

情報セキュリティへの取り組み

日産では、情報セキュリティ全般に対する取り組みの基本方

針である「情報セキュリティポリシー」をグローバルに展開し、

情報セキュリティ委員会のもと、PDCAを回した対策を図っ
ています。特に、グローバルで発生する社内外の情報漏えい

事案については随時捕捉し、タイムリーに情報セキュリティ

の強化を実施することにより、確実に対応しています。同ポリ

シー徹底のため、情報セキュリティに関する社内教育を継続

的に実施し、周知・定着を図っています。2022年度は日産グ
ループ全体で個人情報を含めた情報のセキュリティにおい

て、重大な紛失・漏えいなどの事案は発生していません。

個人情報保護への取り組み

各国における個人情報の保護に関する法律を遵守し、お客さ

まの情報を適正に扱うことが社会的責務であると認識し、社

内の管理体制およびルール、手続きを整備した個人情報管理

規程を策定し、日産グループ全体において徹底しています。

当社は、お客さまに関するデータとプライバシー情報の利用

において、グローバルで一貫したアプローチを適用するため

に、「カスタマープライバシーに関する基本方針」を策定しま

した。この方針は、日産の全拠点において情報の取り扱いが

重要なテーマとして扱われ、一貫性を持っていることを保証

しています。この新しい方針は、個人情報保護に関する日産

のコミットメント、およびプライバシーに関する基本的な考え

方について規定しています。

第1線の部署による統制活動

新たなリスクの調査と特定
反映

リスク
の特定

（定期サーベイ）

リスク
アセスメント

リスク管理
状態の評価 中間報告

リスク
の特定

（定期サーベイ）

リスク
アセスメント

リスク管理
状態の評価 年度末報告

反映

役員層への
インタビュー
各機能への
インタビュー
（部長層）

リスクをアセスメン
トし優先順位付け。
コーポレートリスク
候補およびオーナー
候補の検討。
コントロールアク
ションの確認。

リスクをアセスメン
トし優先順位付け。
コーポレートリスク
候補およびオーナー
候補の検討。
コントロールアク
ションの確認。

コントロールアク
ションの評価。
コントロールレベル
の評価。

CRMCへの報告 
ICC/AC/BODへ
の報告
（半年ごと）
　
RM情報開示
（四半期報告書）

役員層への
インタビュー
各機能への
インタビュー
（部長層）

コントロールアク
ションの評価。
コントロールレベル
の評価。

CRMCへの報告 
ICC/AC/BODへ
の報告
（半年ごと）
　
RM情報開示
（有報／ESGデー
タブック他）

CRMC：コーポレートリスクマネジメント委員会　 ICC：内部統制委員会　 AC：監査委員会　 BOD：取締役会 (2023年3月末時点)

PDCAサイクルを年間で管理

コーポレートリスクの年間管理プロセス
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